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営協議会の代表者などの地域の大人も参加
し、「でめこん」の充実に向けて、それぞれの
立場で話し合いました。デジタルメディアと
の付き合い方について、「子どもだけでなく、
家庭や地域ができること、やるべきことは何
か」をテーマに、真剣な意見が交わされまし
た。
　続く第3部の全体会では、各学区の子ども
と大人の代表者が「親子や地域で取り組む
新たな宣言」を発表しました。第一学区から
は、ファミリー（家族）でメディアコントロール
に取り組む「ファミコン」の取組、第二学区か
らは、親子や地域でやるべきことを当たり前にやる「親子で！地域で！やることやろう
キャンペーン」（仮）の取組、未来学区からは、親子で一緒に楽しい時間を共有し、時
間をそろえてみんなでデジタルメディアを手放す取組をそれぞれ発表しました。
　今後、今回の宣言を基に、各学区が親子で、地域で取組を進めていきます。「でめ
こん」の取組を、学校だけにとどまらず、家庭や地域のみんなで支え合う、温かい輪
へと広げ、学校、家庭、地域が一体となって子どもたちの明るい未来を支えていき
ましょう。

　本市教育委員会では、「ふるさと東松島市を愛し、新たな時代を志高く拓
ひら

く、心豊
かな人づくり」を教育基本方針に掲げ、教育行政に取り組んでいます。その象徴と
もいえる取組の一つが、市内全11の小中学校の代表が集う東松島市「子ども未来
サミット」と、デジタルメディアとの付き合い方を考える活動、デジタルメディア・コン
トロール チャレンジ「東松島ゴール」（略称：でめこん）です。
　「子ども未来サミット」は、令和2年から始まった取組です。スマートフォンやSNS
の急速な普及に伴い、「大人から一方的にルールを押し付けるのではなく、子ども
たち自身が当事者として向き合い、主体的に解決策を見つけ出していこう」という
思いからスタートしました。
　サミットにおける子どもたちの熱心な議論から、令和3年には東松島市「子ども
宣言2021」が誕生し、さらに令和4年には、生活習慣を整えるための具体的な行動
目標として「でめこん」を決めました。
　子どもたち自身が平日の使用時間や就寝時刻の目安を決め、利用時間をコント
ロールする。それによって生まれたゆとりの時間を、読書や家族との会話、豊かな
自然や人と触れ合う時間へとつなげ、健康的な生活を送ることを目指しています。
　第7回サミットは、7月4日（土）に開催されました。第1部では、未来学区の代表児
童・生徒が「令和版心あったかイートころ運動」の実践発表を行い、小・中学校が連
携した「あいさつ・清掃・ゴミ拾い」の心を育む３つの取組について紹介しました。
　第2部のグループ・ディスカッションでは、児童・生徒だけでなく、保護者や学校運
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第７回東松島市「子ども未来サミット」
～もっと広げよう でめこんの輪～
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